
霞ヶ浦では、戦後の食料増産により湿地が干拓されました。その後の地域開発や湖岸堤防の強化などにより
地域の安全性、利便性は高まりましたが、一方、湖岸の地形や植生帯は改変を受け、水際における生物多様性
は損なわれてしまいました。自然再生事業については、十分な知見や技術が不足しているため、田村沖宿地区
における自然再生事業で得られた知見は、将来の霞ヶ浦における自然再生事業の基礎資料となるものです。

霞ヶ浦田村・沖宿・戸崎地区自然再生事業について
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現存する空中写真から湖岸
の状況を見ると、昭和22年
当時は、湖岸沿いに湿地が
有ることが解ります。その後、
湿地が干拓され、湖岸堤防
（土手）が整備されたことに
より湿地が減少しました

損なわれた自然環境を取り
戻すために、陸と湖水を分
断している矢板の一部を切
断することにより湖水を導

より湿地が減少しました。

田村地区Ａ区間
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断することにより湖水を導
入し、新たに水辺空間を造
成しました。（Ａ区間）

Ａ区間 協議会で作成した事業実施計画に基
づき整備し、維持管理や環境学習を
行っている区間
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Ｂ区間 協議会で作成した事業実施計画に基
づき整備を行う区間

〔整備前〕

魚や植物の観察会など環境学習に取り組んでいます。魚や植物の観察会など環境学習に取り組んでいます。

『『ミコシガヤミコシガヤ』』がみられましたがみられました』』
〔整備イメージ図〕

除草作業除草作業Ａ区間における維持管理、環境学習などで
得られた知見を、Ｂ区間整備後の維持管
理、環境学習に活かす協議。



■ 霞ヶ浦田村・沖宿・戸崎地区
自然再生協議会の会員募集 ■

◆ 趣 旨 ◆

■事業対象地区
(田村・沖宿・戸崎地区)

◆ 趣 旨 ◆

かつての霞ヶ浦湾奥部の湖岸は、湿地や植生帯など多様な自然環境が連
続してみられましたが、現状では、湖岸の自然環境や多様性は大きく損なわ
れています。

このため、このような現状におかれている霞ヶ浦湾奥部の田村・沖宿・戸崎のため、 のような現状 おかれて る霞ヶ浦湾奥部の田村 沖宿 戸崎
地区においては、湖岸におけるかつての多様な自然環境を再生するとともに
茨城県霞ケ浦環境科学センターと連携した環境学習等の場として活用するこ
とを目的とし、自然再生推進法に基づく協議会を平成１６年１０月３１日に設置
し、湖岸環境の再生を図ることとしました。

当地区の自然再生は「湖岸景観（場）の再生」 「湖岸環境の保全・再生」当地区の自然再生は「湖岸景観（場）の再生」、「湖岸環境の保全・再生」、
「人と湖のつながりの再生」の３つの柱を基本としています。

１．募集内容
趣旨に賛同の上、団体又は個人の立場から、国土交通省、茨城県及び土浦市、 ② かつて霞ヶ浦湖岸域に普通に見られた植物を、

現時点において保全 再生などの行為を行わなかかすみがうら市と連携を図りつつ、計画立案及び協議、施工、環境管理、環境モニ
タリング、環境学習並びに広報活動等に参加頂ける茨城県内に居住または通学、
通勤されておられる満１８歳以上の個人の方や茨城県内で活動される団体（市民
団体、ＮＰＯ法人、その他の法人 ）の方を募集しています。

応募先 お問 合わせ先

現時点において保全、再生などの行為を行わなか
った場合、仮に１００年後に再生しようとしても非常
に困難であることが予想されます。
広大な霞ヶ浦からすれば、本当に点のような範囲

では有りますが、かつて見られた植物の種を集め
２．応募先・お問い合わせ先
応募先、お問い合わせ先は以下の運営事務局宛にお願いします。なお、応募用紙
は霞ヶ浦河川事務所、茨城県霞ケ浦環境科学センター、水資源機構利根川下流総
合管理所、土浦市役所から入手できます。 また、霞ヶ浦河川事務所、水資源機構
利根川下流総合管理所のホームページからも入手できます。

再生し、それらが細々とでも生き延びる事が出来る
場「サンクチュアリ」を整備することにより、次世代に
種を引継ぎ、将来への可能性を残すことを目標とし
て、自然再生に取り組んでいます。
保全、再生は、地味で根気を伴うものですが、例

３．補足説明
① 協議会は公募による委員の他、学識経験者、地方公共団体及び霞ヶ浦河川事

利根川下流総合管理所のホ ジからも入手できます。
●運営事務局：国土交通省 霞ヶ浦河川事務所 調査課 【ＴＥＬ】 0299-63-2415 

【所在地】 〒311-2424 茨城県潮来市潮来3510 【ＦＡＸ】 0299-63-2495

保全、再生は、地味で根気を伴うものですが、例
えば、除草作業などの環境管理や、出来るだけ多
くの方々に興味を持って頂くための環境学習は重
要な意義を持っています。環境学習のためには、
観察路などの施工や補修、整備が必要ですし、こ
のような活動内容を記録し 広報することも大切で務所の職員等で組織し、原則として、土曜日・日曜日など休日に開催します。

委員の任期は2年度とし、再任を妨げません。
なお、協議会の参加及び維持管理にあたって必要となる交通費等、一切の経費

は、応募された方々の自己負担（ゴミ等の処分費除く）とさせて頂いております。

のような活動内容を記録し、広報することも大切で
す。これらに実施者として参加頂くと共に、協議会
において、自然再生の計画や、その他の事項につ
いて協議を行って頂ける方を募集しています。


